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T 細胞増殖反応の抗原特異性は獲得免疫の大きな特徴である。抗原特異的 T細胞増殖反

応は TCR を介する抗原特異的シグナルとサイトカインによる抗原非特異的シグナルが

協調的に働くことが重要である。本セミナーではがん抑制遺伝子 p53 が両シグナル経

路を統合し、CD4+	 	 T 細胞増殖反応の抗原特異性を保障する因子であることを紹介する。

更に末梢 CD4+	 	 T 細胞サブセットの恒常性維持における p53 の役割とその生理的意義に

ついて考察したい。	 

参考文献：Watanabe	 M	 et	 al.,	 Downmodulation	 of	 tumor	 suppressor	 p53	 by	 T	 cell	 

receptor	 signaling	 is	 critical	 for	 antigen-specific	 CD4(+)	 T	 cell	 responses.	 
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